
平成5年の空中スギ花粉観測結果について
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スギ花粉症の予防対策を目的として，平成5年の空中スギ花粉に関する調査を実施した結果，総飛散量は平成4年に

比較して約4倍であった．飛散状況の特徴として，飛散は4月上旬にビークを示したものの，気温の低下に伴い抑制さ

れたが，気温の上昇に伴う再飛散現象が長期的に確認されたまた時間ごとの観測により，好気象条件下においては

気温の影響よりもスギの植生方向の風の寄与か大きいことが判明した． また，花粉観測数と患者発生の関連を検討した

結果，県北・沿岸部・県南の各地域において，花粉飛散開始日より早期に外来患者が確認された

キーワード：スギ花粉，スギ花粉症，化粉—f報

I はじめに

スキ花粉症の発症予防対策の一つとして． 1987年から

空中スギ花粉の観測を継続してきたが，スギ花粉飛散に

閲するこれまでの結果を地理的特性等から見ると，犀内

を一律に予報対象とすることは困難であったことから，

観測調査地点を県北，沿Iに県南の県1付数力所に設定し

ている．今回は，平成5年の空中スギ花粉の観測結果と

期間中の外来患者の発生状況について［周西したので報告

する．

II 調査概要

1.スギ花粉観測法

平成5年の，スギ花粉飛散観測調査は，大里病院（鹿

角市），大館保健所（大館市），山本組合総合病院（能代

市），衛生科学研究所（秋田市），井谷耳鼻咽喉科医院

（秋田市），人潟村股協生活センター（大潟村）， 由利糾

合総合病院（本荘市），仙北組合総合病院（大曲市），菅

原医院（角館111J），横手保健所（横手市），高橋耳鼻剛喉

科気管食道科医院（横手市）の県内の10機関において 2

月下旬から 5月上旬にかけて実施した地域別の観測点

及び観測方法を表 1に示した．空中飛散スギ花粉の観測

は， Durham法（以下D法と略す）と IS-rotary仏

（以下 IS法と略す）を採用し，時間ごとの観測には

日以降初めて0.1個／c吋以卜観測された日」，飛散開始日

は「 1個／c面以上の花粉が連続して 2日以上観測された

最初の日」，飛散終了日は「潜在バりから判断される飛

散終了時期に，好気象条件下でも飛散が観測されなくなっ

た日の前日］と定義した

2.外来患者データ

大里病院，石田病院（大館市），由利組合総合病院，

菅原医院（角館町），高橋耳鼻咽喉科気管食道科医院

（横手111),雄勝中央病院（湯沢市）の県内6医療機閲か

ら，スギ花粉飛散期の外来スギ花粉症患者数を毎過収集

した．

頂結果

各観測点の結果を表2に示した．

1.スギ花粉飛散状況

(1) 総飛散量

総飛散星は，前年に比較して約4倍程度と多かった

が，地域別では前年比に大きな違いが見られた．地域

別の総飛散量は以下のとおりである．

1)県北

大里病院，大館保健所の 2カ所の平均総飛散凩は

5,345個／期間で，平成4年 (678個／期間）に比較

して7.9倍であった（大館保健所はD法換算値）．

2)沿岸部

Burkard法（以下B法と略す）を用いた．また，観測 衛生科学研究所，大潟村牒協生活センター，J＿1谷

値の算出は前報＇）に準じたーなお，初観測日は「 1月1 耳鼻咽喉科医院，山本組合総合病院，由利組合総合

*'大里病院 ・'医旗法人愛生会石田病院 ＊＂山本糾合、属砧院 ＊4井谷耳鼻咽喉科探院 ＊由利組合総合病院

●6仙北糾合総合病院 •7 菅原医院 ＊8高橋耳鼻咽喉科気管食道科医院 ＊9雄勝中央病院 ,10大館保健所

* 1横手保健所 ＊12大潟村農協生活センター *3日本気象協芸秋田屎支部
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表1 地域別のスギ花扮観測点と観測方法

地 域 市町村 観 測 点

県 北 鹿角市 大里病院

碩北 大館市 大館保健所

沿岸 能代市 山本組合総合病院

沿 岸 秋面市 衛生科学研究所

沿 岸 秋田市 井谷耳鼻咽喉科医院

潟村 大潟村農協生活センター

荘市 由利組合総合病院

観測方法
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表2 スギ花粉観測結果

山本組合総合病院

仙生科学研究所

井谷耳鼻咽喉科医院

大料村牒協生活センター

由利組合総合病院

仙北組合総合病院

菅原医院

横手保健所

高橋耳島咽喉科医院
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病院の 5カ所の平均総飛散星は936個／期間で，平

成4仕 (573個／期間）の1.5倍てあった．

3)県南

横丁保健所，闊橋耳恥咽喉科気管食道科l'Js院，仙

北組合総合病院，菅原1矢院の4カ所の平均総股散ht
は4,026個／期間で，平成4年(1,071個／期間）の

3.8倍であった．

(2) 飛散開始日

例年は沿岸部かやや早い傾向をふしていたか、平成

5年は，呪南か最も1甘く，次いで，沿岸部，県北の順

であった．各地域での樅散開始日は以下のとおりであっ

た．

1)県北

3月13日（大館市）から 3月18日（鹿角叶i)の間

であったか， l日平均値からみると，県北地域とし

ては 3月l3日であった．なお，人館保健所の IS払

では 3月3日か飛散閲始1」となり， D法との差は10

日であった．

G2 

(D怯による結果）

2)沿i『部

3)」5IIから 3月23LIの聞て， 1日平均柏からみ

ると，沿岸部地域としては3月9日であった．秋田

巾（衛牛科学研究所）か最も早く，次いて本荘巾

（由利組合総合肪院）か3且8日， 一人潟村（人彪村

生活センター）か3月17Hであったか，同じ秋田市

でも）1谷耳局咽喉科ては 3月12日であり 7|lの追い

かあった．

3)開1{'J

3月4日（横手市）から 3JJ 11日（人仙市及ひ角

館町）の間てあり， 1日の半均{1l'iからみると，県南

地域としては 3月5日であった．

(3) 日花粉観測数

地域単位の日平均花粉観測数と平均外米患者数を図

1 ～図3に不した．

l)県北

初観測日は 3月5日で， ピークは 1月5日のり88

個＇,C!Jfてあった．その後の気温低卜に伴＼ ＼ 4月13日
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1 9 9 3年3月・ 19 9 3年4月分 外米患者数 地点＝県南
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2)沿闘部

初観測日は 2月28日で， ビークは 3月31日の167

個／c而であったその後の氣品低下に伴い4月16日

までは低レベルで推移したが，気温が1一．昇した 4月

17日以降には再び20個／cnf以上の花粉が観測された．

3)県南

初観測日は2月27日で， ピークは 3月25日の448

個／c吋であった． 4月5日までは比較的高いレベル

で推移したが，その後の気温低下に伴い4月7日か

ら13日までは低レヘルで推移したが，気温が上昇し

た4月15日以降には再び100個／c面以上の花粉が連

続2日観測された

(4) 飛散終了日と飛散期間

飛散終了日は開始日と同様，県南が早く，次いで沿

岸部，県北の順であった．各地域での終了月日と飛散

期間は以下のとおりであった．

1)県北

大館市（大館保健所）と鹿角市（大里病院）では，

それぞれ5月12日及び13日であり，ほぽ同時期の終

了であり，飛散期聞はそれそれ61日及ひ57日で，平

均59日，差は4日であった．

早く，同じ秋田市の術牛科学研究所の4月27日，次

いで本荘市（由利組合総合病院），及び能代市（山

本組合総合病院）の 5月1日，大潟村（大潟村生活

センター）か5月5日，能代市（巾本組合総合病院）

か5月2日て，飛散期間はそれぞれ， 43日開， 54日

間， 55日間， 40日間， 53日間であり，平均49日，差

は20日であった．

3)県南

大曲市（仙北組合総合病院）が4月26日，角館町

（菅原医院）が5月7日，横手市（横手保健所）が

5月10日（D法換算伯），同じ横手1|iの高栖耳見咽

喉科医院が5月6日で，飛散期間はそれぞれ， 47日

間， 58日間， 67日間， 64日間であり，平均59日，差

は20日であった．

2. スギ花粉観測数の時間的変化に及ぼす要因

B法により，秋田市（衛生科学研究所）におけるスギ

花粉観測数の肪間的変化について検討した．対象時間帯

は花粉最飛散期にあたる， 3月30日から 4月2日まての

96時間とした結果を図4に示した． この図には時間帯

での平均の風配図，時間ごとの植生，最高気温，降水量，

花粉観測値を示した． このうち植生は，秋田市周辺のス

ギ植生分布図に基づいて，時間風向ごとにその面積を計
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図4 1時毎のスギ花粉数と植生及び気象条件
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筒した値である．

この結果 般的には降水鼠が少なく気温か高ければ，

花粉観測数が増加する傾向かみられたか，時間ごとに観

測してみると化粉観測数には，好気象条件下においては，

li創Lのある力向からの風か人きく関与することか明らか

となった．例えば， 3月30[1の20時から 3月31日の 8時

までは， 日中に比校して氣温か` ｛氏卜-しているか， この時

問ではそれまで蜆測数か 0個であったものか10個程度観

測されていた． ところが，その後，気温は 3月31日の14

時のピークに向かい上昇したにも拘わらす，観測数は逆

に低卜-した． また， 1月1Hの1()時以降は値生のある方

向からの風か主であったか，氣澁低卜.と降水によりスギ

花粉はほとんど観測されなかった．

3. スギ花粉飛散数と予報症状区分

衛生科学研究所における観測{ih(|iil「|17時～17時）と

気象テータを肛に，秋田市周辺を対象として飛散期間に

化粉］：報を提供した．なお，翌日のf報にあたっては，

前1::I17時から当日の17時までの24時間の観測伯と日本気

象協会秋田県文部の翌日の予測気象テータを総合的に勘

案し予測甘状区分を決定した．

4. 患者テータ

患者情報の対象は，耳じ｝咽喉科外来におけるスギ花粉

症患者である．各地域の特徴は以下のとおりであった．

(1) 県北

虹北では飛散聞始「1か3月13日であったのに対して，

初発患者は 31:::l早い月10日であった． また，外来患者

数のピークは 3月27日前後であり，観測数のピークの

4月1日より 4日ほど早かった．

(2) 沿岸部

沿岸部においては，飛散開始日が 3月9日であった

が，初発患者は 2月16日に見られた．そして，患者ビー

クは 3月29日であり，花粉観測数のピークの 4月 l日

より 2日早かったまた，飛散数が極端に低下した 4

月2日以降では外米患者数も低ドした． 4月21日前後

に気温の上昇につれて，蜆測数は増加したか，外来患

者数は少なく推移した．

(3) 県南

児南においては，飛散開始「1か3月4日であったの

に対して，初発患者は 3月8日であり，飛散開始日よ

り遅く患者が確認された．全患者数の内， 3月20日ま

での飛散早期の患者の発生率は10％，飛散数の第 1ビー

クの 3月25日前後では166%,第2ピークの 4)J1日

前後では25.l%、気温かl．昇し再観測された第3ピー

クの 4月20日前後では13％の患者か見られ，花粉観測

数か低下した 4月25日以降では6％の患者数て，第2

ピークまでに外来患者全体の51.7％か確認された．

IV 考察

スギ花粉症患者の予防対策として，行政的に対応可能
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なものの一つとしてスギ花粉予報の提供を実施している．

スギ花粉予報の持つ意味は，スギ花粉症患者に対して注

意を促すことにあり，また，個人レベルの防御策を講じ

るための指棟として機能するものと考えている． この意

味で，当年の総飛散星，毎日の飛散量，花粉開始時期，

最多飛散時期等の情報が提供の対象となっている．今回

示した観測結果も，秋田県が県内全域を対象として予報

活動を行うための基礎資料として検討した．

平成5年の特徴としては， どの地域においても概ね3

月下旬から 4月上旬にかけて最多飛散期であったが，そ

の後急激に気温が低ドし，最高気温が低く推移した． こ

のためスギ花粉の飛散は一見終了したかに思われた． こ

の傾向は東北に限らず，実際終了宣言を出した所も見受

けられた． しかし，その後の気温の＿l,．．昇に伴い， 4月中

旬から下旬にかけて再飛散した． このことは，我々が定

義している潜在飛散贔 2)が， 4月の中旬の段階ではまだ

相当量が残されていたことを恙味するものであり， 日飛

散数の予測に際して潜在飛散量を考慮することの妥当性

を裏付けるものと考えられたたとえば，気象条件が花

粉飛散条件に対して極端に負に作用した場合の日飛散量

の推定においては，スギ花粉生産量と椎定飛散期間から

求められる日潜在飛散数を補正する必要性があることが

明らかにされた．

また，スギ花粉飛散量については，予報対象の同一地

域内においても，観測結果に変動があることがあげられ

る． この変動の原因としては，池理条件などが原因で，

地域的にスギ花粉の飛散量が異なることであるが， この

変動には観測条件（観澗器の設置基準や周囲のI悶境）か

同一でないことによる変動も含まれている． しかし， こ

の変動については前幸聞でも述べたとおり，数年間のデー

タを晶にしては準化を実施することて解決される点の一

つである．秋田市以外においては，まだ， 2年間のデー

タのみであるので，今後の観測結果をふまえて予報の粘

度向上を図る予定である．

また，スギ化粉予報は，単なるスキ花粉の飛散の多少

に関する予報で良いのか否かについては意見か分かれる

とごろであるが，我々は，スギ花粉抗患者のための予報

である以上，忠者の発症実態を把握しながら予報の有効

性を向上させるべきと考えている．たとえば，スギ花粉

の飛散開始日の情報を作成したとしても，既に多数の患

者が発症しているのでは，本来の予報の意味が薄れてし

まうことになる． この場合には，患者と飛散に関する過

去のデータを総合的に解析し，患者発症時期に照準をお

いた開始日予報の作成が必要となる． ごの点に関しては

地域ごとに検討を要する点であり，今後の継続謁査結果

を踏まえながら活かしていきたいと考えている．

また，毎日の飛散ff枯については，我々ば阿定的に柴
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原たち 3)の予報基準に従って実施している．この方法は，

スギ花粉飛散数のランクから症状ランク（安定日，注意｀

日，警戒日）を設定しているが，秋田県内においてもこ

のランク某準が妥当か否かを検証するには，地域ごとに

スギ花粉数と患者の症状の関係を継続調査することか必

要であるので，現在検討中である．さらに，検証のもう

一つの方法として，外来患者の他に対象地域別のモニター

の必要性があげられる．
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